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研究成果の概要（和文）：　本研究は、アイルランドにおけるジェイムズ・ジョイスの受容とそれにまつわるア
イルランドの文学の変容を考察することを目的とした。ジョイスはモダニズムの大変革者として評価されていた
が、アイルランドでは異端者として無視される傾向にあった。その流れを覆したのが1993年のＥＵ加盟であり、
アイルランドもヨーロッパの趨勢を無視しえなくなってきた。アイルランドがジョイス化したと思われる。その
一方、アイルランドは国家としてのアイデンティティを死守する都合もあった。こうしたバランスによって立
ち、ジョイスの受容が進行し、同時にアイルランドの文学観も変貌していった。本研究はその流れを検証した。
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to investigate the reception of James Joyce 
and the consequent changes of the literary tradition in Ireland. Joyce had been appraised as a great
 modernist innovator in Europe, but he had been ignored in Ireland as a heretic writer.  However, 
this trend was reversed after the accession to the EU of Ireland because it could not set aside 
Joyce's modernist achievements as an EU member. On the other hand, Ireland had to defend its 
identity as a unique nation. Therefore, Ireland faced a dilemma between opening its stance to the 
world and keeping its particular literary tradition. In order to investigate this dilemma, this 
study concentrates its focus on the four periods from 1922 to the present and elucidates the 
aftermath of the reception of James Joyce and the changes of the literary tradition in Ireland.  
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１． 研究開始当初の背景 
ジェイムズ・ジョイスは、生誕百年祭の 1982
年、アイルランドで自国の作家として承認さ
れた。以降、ジョイスはアイルランドの文学
的伝統のなかに回収されることになった。ジ
ョイスは大陸のモダニズムの運動に同調し
た先鋭な作品を創作したため、それまでアイ
ルランド人作家として受け入れられなかっ
たが、そのアイルランドもジョイスの世界的
な名声を無視しえなくなっていたのだ。その
ため、アイルランドでのジョイス受容の動向
を探り、モダニストとしてのジョイス評価、
さらにジョイス受容にともなうアイルラン
ドの文学的伝統の変容を具体的に検証する
必要があった。 
 
２． 研究の目的 
アイルランドにおけるジョイス受容の波紋
を論じる研究者は少ない。これまでモダニス
トとしてのジョイスの位置を測定し、さらに
その文学の源泉がアイルランドにあること
も論じられてきたが、モダニストとして定立
された世界的な作家としてのジョイスが、逆
にアイルランドの文学的伝統に及ぼしてい
る視点は欠けていた。アイルランドでのジョ
イス受容はその文学的伝統とも関わる大き
な問題である。本研究はその点を明らかにす
るものである。 
 
３． 研究の方法 
そこで本研究は４年をめどに、アイルランド
でのジョイス受容と、それにともなう文学的
伝統を考察するものである。そのため４期に
絞りながら、その具体的な関わりを順次検証
することにした。すなわち、①1922 年のア
イルランド独立からジョイスが亡くなるま
での「潜伏期」、②ジョイス没後からジョイ
ス受容が承認される 1982年までの「変遷期」、
③ジョイス受容の承認から北アイルランド
との和平協定が締結される 2007 年にいたる
「開花期」、④2007年の和平協定締結から今
日にいたる「転換期」の４期である。時代の
参照枠としては社会学的なアプローチを試
みるが、同時にそれぞれの時代の主要な作家
や作品との照合も試みる。 
 
４． 研究成果 
（１）平成26年度は、アイルランドの独立、
ならびに『ユリシーズ』が出版された 1922
年から、ジョイスが亡くなった 1941年まで
の「潜伏期」を中心に、アイルランドにおけ
るジョイス受容を検証した。この時代、ジョ
イスの『ユリシーズ』が発禁処分になってい
たこともあり、アイルランドでジョイスは忌
避されるべき作家となっていた。またプロテ
スタントの作家も疎外されていた。そのよう
な状況にありながらも、アイルランドでもジ
ョイスを賛美する作家もいた。そこでアイル
ランドにおけるジョイスに対する批判的な
意見を検討すると同時に、ジョイスの文学を
賛美する人々の意見を対比するところから
出発した。とくにシェイン・レズリーとエリ
ザベス・ボーエンが対照的であった。その一
方、国外におけるジョイス評価は目覚ましか
った。そのためアイルランドでの評価と対照
させながら、フランス、アメリカ、イギリス
などの状況を取りあげた。フランスは『ユリ
シーズ』を出版した国であるのみならず、モ
ダニズム運動の拠点でもあり、多くの作家が
ジョイスを一様に崇拝していた。またアメリ
カにおいても、ジョイスに関心を持つ作家も
多く、1933年の猥褻裁判で勝利をもたらすこ
とになり、ジョイス研究が急速に推進された。
それと対照的なのがイギリスであり、ジョイ
スに対する嫌悪を示していた。これはイギリ
スが守ろうとしていた文学的伝統にジョイ
スが適合しないことに加え、ジョイスがアイ
ルランド人であるという出自にも関係する
ことであった。 
 
（２）平成 27年度は、アイルランドの文学
的伝統に及ぼしたジェイムズ・ジョイスの影
響をめぐり、ジョイス没後の 1941年から、
生誕百年祭の 1982年にジョイスがアイルラ
ンド人作家として承認されるにいたる「変遷
期」を対象とし、その動向を詳細に分析した。
そしてそのアイルランドの変貌の動力とな
ったのが、世界でのジョイス研究、ならびに
1973年のアイルランドの EC加盟であった。
本年度はその詳細をたどった。世界での動向
としては、フランスでのジョイスへの関心が
高まり、また彼の文学に心酔した文学者が多
かったことを挙げたい。実は、このフランス
の事情を推進したのがアメリカ人であった。
その先鋒として、エドマンド・ウィルソンや
ハリー・レヴィン、さらにヒュー・ケナーや
リチャード・エルマンなどによる確固とした
研究が推進された。同時代にはウラジミー
ル・ナボコフのような作家もジョイスを文学
講義で扱い、ジョイス熱をあおることになっ
た。さらにアメリカでは文学理論に新思想を
取り込み、構造主義的なアプローチなど、斬
新なジョイス論を呈示した。そしてアメリカ
は世界の先導役として、ジョイスの研究誌を
刊行し、さらには国際学会も開催することに
なった。こうした世界のジョイス研究は、ア
イルランド出身の作家という狭い枠を広げ、
その作品の背景にあるモダニズムへの傾倒、
とりわけトリエステ、チューリヒ、パリとい
うジョイスの移り住んだ大陸の都市と創作
との関わりも論じるようになった。本年度に
おいては、そうした都市とジョイスとの関連
と同時に、アイルランド人作家たちの動向、
とりわけエリザベス・ボーエンやフラン・オ
ブライエンとの関わりを検証できた。 
 
（３）平成 28年度は、アイルランドにおけ
るジェイムズ・ジョイス受容と文学的伝統を
めぐり、1982年から 2007年にいたる期間を
中心に考察した。これは 1982年のジョイス
生誕百年祭から、1993年のアイルランドのＥ
Ｕ加盟、さらに南北の間の和平協定が締結さ
れた 2007年までの期間で、政治的にも変革
期にあたる。そしてジョイスを自国の文学者
として定立する諸々の試みが進行した、アイ
ルランドのジョイス受容のまさしく「開花
期」に相当する。そこで最初にこの間のアイ
ルランドにおけるジョイスに対する方位を
検討した。ジョイス生誕百年祭の 1982年、
アイルランドはジョイスを自国の文学者と
して承認した。その後、1992年には、ジョイ
ス死後 50年が経過し、版権が切れた都合も
あり、アイルランド人の学者の手により、注
釈を付した安価なペンギン版で、ジョイスの
作品集が刊行された。また 1994年にはダブ
リン市内にジェイムズ・ジョイス・センター
が開設され、ジョイスをアイルランド人作家
として観光の目玉にした。そしてアイルラン
ドは 1993年にＥＵに加盟したこともあり、
国際的な作家としてのジョイスを称揚し、そ
の一方の開かれた国家としての自信溢れる
アイルランドという相関関係が構築された。
そのため、アメリカやヨーロッパ大陸の国々
のジョイス研究の隆盛に対抗し、ジョイスを
自国の作家として奪還しようとする、アイル
ランドにおける研究の起こりを跡付けるこ
とができた。こうしたアイルランドのジョイ
ス受容は、アイルランドの政治力学とも連結
している。対外的にはＥＵの一員としての国
際的な相貌をかこちながら、同時にアイルラ
ンド国内の自らのアイデンティティの構築
を試みていたのだ。そもそもアイルランドは
南北問題を抱え、自国の作家としてのジョイ
ス論も政治的な意味を帯びざるをえなかっ
たのだ。時代的にもポストコロニアリズムの
文学観が隆盛しており、政治とは無縁なジョ
イス像も切り崩されつつあった。アイルラン
ドにおけるジョイスをめぐる国際性と民族
性のジレンマは、この時期の矛盾を露呈して
いる。 
 
（４）平成 29年度は、アイルランドにおけ
るジェイムズ・ジョイス受容をめぐり、その
「転換期」にあたる 2007年以降の状況を検
討した。この時代のアイルランドは、「ケル
ティック・タイガー」と呼ばれた経済的繁栄
も終息し、国家のアイデンティティを再確認
すべき時代を迎え、ジョイス受容のまさしく
転換期に相当する。先行するジョイス受容の
「開花期」は、1993年のＥＵ加盟以降の 15
年余りで、ジョイス評価はヨーロッパとアイ
ルランドとの間で微妙なバランスを保って
いた。アイルランドもＥＵ加盟国として、国
際的な視野によって立ち、ジョイスを受け入
れた。ジョイスがトリエステ、チューリヒ、
パリといった大陸の都市を移り住みながら、
その地の思想を敏感に吸収したように、アイ
ルランドもヨーロッパに、さらには世界に開
かれた国家としての相貌をてらった。その一
方で、アイルランド独自のアイデンティティ
を前景化するため、ゲール語を母語とし、ア
イルランド独自の文化にジョイスを取り込
んでいった。こうしたバランスが崩れたのが
「転換期」である。ヨーロッパを中心とする
ジョイス受容の基盤が脆弱であることも判
明した。モダニズムの大変革者としてのジョ
イス像は、ヨーロッパのアメリカ人によって
構想され、欧米で確立していった。このジョ
イス像と矛盾するのが、ダブリンという地域
都市に固執しながら創作を試みた、ジョイス
の主要４作、すなわち『ダブリンの市民』、『若
い芸術家の肖像』、『ユリシーズ』、および『フ
ィネガンズ・ウェイク』の解釈である。この
時期のアイルランドにおいては、市民権が認
知され易いこともあり、多くの移民を抱え、
人種差別的な方策で対応することになった。
この姿勢はジョイスが描いた閉塞的で狭隘
なアイルランドそのものであった。かくして
アイルランドは、ジョイスの描いたかつての
世界へ回帰することで、ヨーロッパ化したジ
ョイス像を見失った。今や、自国の文化遺産
の一部としてジョイスを取り込みつつも、そ
のヨーロッパ的な側面から離れつつある。 
 
（５）以上のようにアイルランドにおけるジ
ョイス受容を４期に分け、具体的にかつ詳細
に検証したが、その流れの底にあるのはモダ
ニストとしてのジョイス評価である。その背
景にあるのがリチャード・エルマンの『ジェ
イムズ・ジョイス伝』(1959/1982)であるだ
ろう。出版されてすでに60年近くになるが、
ジョイス伝の定本として、その後のジョイス
伝を封印している。その一方、批評の動向も
変貌し、シニフィアンとしてのジョイスに対
応するシニフィエとしてのジョイス像は
様々である。アイルランドのジョイス研究の
みならず、世界のジョイス研究も新たなジョ
イス像を検討すべきときにある。モダニスト
を宣言しながらアイルランドに固執し、アイ
ルランドを舞台にしながら『ユリシーズ』や
『フィネガンズ・ウェイク』では外国人を主
人公にしている。きわめて単純な疑問であり
ながら、アイルランドの文学研究はそれに対
する回答を用意していないと思われる。これ
は今後の課題であるだろう。 
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